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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第24期
第３四半期
累計期間

第25期
第３四半期
累計期間

第24期

会計期間

自平成23年
５月１日
至平成24年
１月31日

自平成24年
５月１日
至平成25年
１月31日

自平成23年
５月１日
至平成24年
４月30日

売上高（千円）     1,042,368    936,197   2,827,889

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
 △537,450 △583,662 61,752

当期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
   △578,833   △635,414 40,980

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
-　 -　 -

資本金（千円）     929,890    929,890 929,890

発行済株式総数（千株）     3,813     3,813 3,813

純資産額（千円）    2,939,141   2,921,5213,542,196

総資産額（千円）     3,939,482    3,907,3264,492,900

1株当たり当期純利益金額又は1株

当たり四半期純損失金額(△)(円）
△153.16 △168.13 10.84

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
-　 -　 -

１株当たり配当額（円） -　 -　 10.00

自己資本比率（％） 74.6 74.8 78.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
    △475,334    △550,913 268,362

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
    41,300    △47,666 64,113

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
    △37,603    △37,935 △37,648

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
660,600 790,5501,427,066
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回次
第24期
第３四半期
会計期間

第25期
第３四半期
会計期間

会計期間

自平成23年
11月１日
至平成24年
１月31日

自平成24年
11月１日
至平成25年
１月31日

1株当たり四半期純損失金額

(△)(円）
△34.27 △28.25

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５．四半期財務諸表等規則第4条の2第3項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

　

２【事業の内容】

　当第3四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第3四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書に

記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第3四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

（1）経営成績の分析

　当第3四半期累計期間（平成24年5月1日～平成25年1月31日）の経済情勢は、10～12月期の国内総生産（GDP）が年

率換算で0.4％減と3四半期連続のマイナスとなりましたが、マイナス幅は前期から縮小し、景気の先行きに薄日が

さしてまいりました。しかしながら、印刷業界におきましては、平成25年1月の紙・板紙の国内出荷量が8ヵ月連続で

前年同月を下回り、このうち印刷用紙の出荷減が大きく、印刷需要は底打ちにはまだ至っていない状況でありまし

た。

　このような経営環境の下、当社の第3四半期累計期間における業績は次のとおりとなりました。学校アルバム部門

の売上高につきましては、この第3四半期までは卒業式後納品のアルバムなどいわゆるオフシーズンでありますが、

少子化等によるマーケットの厳しさは変らず、前年同四半期累計期間比6.7％減の412百万円となり、一般商業印刷

部門の売上高につきましては、売上金額に占める外注費率の比較的高い物件の受注を抑えたことなどにより、前年

同四半期累計期間比12.8％減の523百万円となりまして、全売上高は前年同四半期累計期間比10.2％減の936百万円

となりました。

　また、損益面におきましては、上記の売上高減少等により、営業損失595百万円（前年同四半期累計期間比41百万円

損失増）、経常損失583百万円（前年同四半期累計期間比46百万円損失増）、四半期純損失635百万円（前年同四半

期累計期間比56百万円損失増）となりました。

（季節変動について）

　当社の年間売上高のおよそ70％を占める学校アルバム部門は卒業時期の2月、3月に売上が集中いたしますので、こ

の第3四半期累計期間の売上高は年間売上高の4分の3前後にはなりませんし、損益につきましても固定費等の発生

が先行いたしますので、第3四半期累計期間においては、現在のところ損失となることが避けられず、上記のような

損益状況となります。  

　

（2）財政状態の分析

（総資産）

　総資産は、前事業年度末に比べ585百万円減少し、3,907百万円となりました。

（流動資産）

　流動資産は、前事業年度末に比べ791百万円減少し、1,445百万円となりました。

　これは、主として現金及び預金が936百万円減少（うち200百万円は固定資産に振替）及び売上債権が302百万円減

少、たな卸資産が443百万円増加したことなどによるものであります。

（固定資産）

　固定資産は、前事業年度末に比べ205百万円増加し、2,462百万円となりました。

　これは主として投資その他の資産のその他が230百万円増加したことなどによるものであります。　　　　　　
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（流動負債）

　流動負債は、前事業年度末に比べ、15百万円増加し、636百万円となりました。

　これは主として、買掛金が44百万円減少、賞与引当金が47百万円減少、その他が119百万円増加したことなどによる

ものであります。 

（固定負債）

　固定負債は、前事業年度末に比べ19百万円増加し、349百万円となりました。

　これは主として、その他が10百万円増加したことなどによるものであります。

（純資産）

　純資産は、前事業年度末に比べ、620百万円減少し、2,921百万円となりました。

　これは主として、利益剰余金が673百万円減少したことなどによるものであります。

　

　この結果、当第3四半期会計期間末の自己資本比率は74.8％となりました。　

　

（3）キャッシュ・フローの状況

　当第3四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、次に記載するキャッシュ・フ

ローにより前事業年度末の残高より、636百万円減少し、790百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第3四半期累計期間において営業活動の結果使用した資金は、550百万円（前年同四半期累計期間比15.9％増）

となりました。

　これは、主に税引前四半期純損失などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第3四半期累計期間において投資活動の結果使用した資金は、47百万円（前年同四半期累計期間は41百万円の取

得）となりました。

　これは、主に定期預金の払戻による収入及び有形固定資産の取得による支出などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第3四半期累計期間において財務活動の結果使用した資金は、37百万円（前年同四半期累計期間比0.9％増）と

なりました。

　これは、配当金の支払などによるものであります。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第3四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　また、前事業年度に掲げた課題については、当第3四半期累計期間も引き続き取り組んでおります。

　

（5）研究開発活動

　当第3四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　　　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,889,000

計 12,889,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成25年１月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年3月12日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 3,813,000 3,813,000
大阪証券取引所

JASDAQ（スタンダード）
単元株式数1,000株

計 3,813,000 3,813,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年11月1日～

平成25年1月31日 
－ 3,813 － 929,890 － 1,691,419

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第3四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第3四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年10月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　①【発行済株式】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成24年10月31日現在　　　　　　　　　 

 区分  株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

 無議決権株式  　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　 －  －

 議決権制限株式（自己株式等）  　　　　　　　　　－  　　　　　　　－  －

 議決権制限株式（その他）  　　　　　　　　　－  　　　　　　　－  －

 完全議決権株式（自己株式等）  普通株式  　　　33,000  　　　　　　　－  －

 完全議決権株式（その他）  普通株式  　 3,777,000 　　　　　　　3,777  －

 単元未満株式  普通株式  　　 　3,000 　　　　　　　　－  －

 発行済株式総数  　　　　   　3,813,000 　　　　　　　　－  －

 総株主の議決権  　　　　　　　　　－  　　　　　　　3,777  －

 （注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数

1個）含まれております。 

 

　②【自己株式等】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成24年10月31日現在

 所有者の氏名又は

 名称
所有者の住所 

 自己名義所有

株式数（株）

 他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株） 

 発行済株式総数

に対する所有株式

数の割合（％）

 株式会社マツモト
 北九州市門司区

社ノ木一丁目2番1号
33,000  -   33,000 0.87

 計  － 33,000  -   33,000 0.87

  

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下、「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期財務諸表等規則第4条の2第3項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。　

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成24年11月１日から平成25年

１月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成24年５月１日から平成25年１月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年４月30日)

当第３四半期会計期間
(平成25年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,727,066 790,550

受取手形及び売掛金 458,469 155,564

商品及び製品 3,674 276,984

仕掛品 46,717 216,535

原材料及び貯蔵品 25,323 25,568

その他 12,566 19,990

貸倒引当金 △37,500 △40,000

流動資産合計 2,236,316 1,445,193

固定資産

有形固定資産

機械及び装置（純額） 569,989 538,312

土地 929,190 929,190

その他（純額） 338,013 340,956

有形固定資産合計 1,837,193 1,808,459

無形固定資産 22,236 27,010

投資その他の資産

その他 407,153 638,063

貸倒引当金 △10,000 △11,400

投資その他の資産合計 397,153 626,663

固定資産合計 2,256,583 2,462,132

資産合計 4,492,900 3,907,326

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 250,729 206,631

未払法人税等 19,696 6,732

賞与引当金 90,000 43,000

その他 260,804 380,359

流動負債合計 621,230 636,723

固定負債

退職給付引当金 128,928 131,144

役員退職慰労引当金 176,756 183,971

資産除去債務 17,768 17,931

その他 6,019 16,034

固定負債合計 329,472 349,082

負債合計 950,703 985,805
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年４月30日)

当第３四半期会計期間
(平成25年１月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 929,890 929,890

資本剰余金 1,691,419 1,691,419

利益剰余金 965,835 292,628

自己株式 △15,958 △16,064

株主資本合計 3,571,186 2,897,874

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △28,989 23,646

評価・換算差額等合計 △28,989 23,646

純資産合計 3,542,196 2,921,521

負債純資産合計 4,492,900 3,907,326
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成23年５月１日
　至　平成24年１月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成24年５月１日
　至　平成25年１月31日)

売上高 1,042,368 936,197

売上原価 1,186,860 1,114,831

売上総損失（△） △144,492 △178,633

販売費及び一般管理費 409,522 417,094

営業損失（△） △554,014 △595,728

営業外収益

受取利息 3,034 1,790

受取配当金 6,327 6,710

貸倒引当金戻入額 2,500 －

その他 4,703 3,564

営業外収益合計 16,564 12,066

経常損失（△） △537,450 △583,662

特別利益

固定資産売却益 559 －

特別利益合計 559 －

特別損失

投資有価証券評価損 29,352 34,417

固定資産除却損 12,591 17,334

特別損失合計 41,943 51,752

税引前四半期純損失（△） △578,833 △635,414

四半期純損失（△） △578,833 △635,414
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成23年５月１日
　至　平成24年１月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成24年５月１日
　至　平成25年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △578,833 △635,414

減価償却費 155,831 136,914

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,400 2,216

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7,215 7,215

賞与引当金の増減額（△は減少） △53,000 △47,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,500 3,900

受取利息及び受取配当金 △9,361 △8,501

投資有価証券評価損益（△は益） 29,352 34,417

固定資産売却損益（△は益） △559 －

固定資産除却損 12,591 17,334

売上債権の増減額（△は増加） 290,406 301,540

たな卸資産の増減額（△は増加） △452,695 △443,373

仕入債務の増減額（△は減少） △48,090 △44,097

その他の流動負債の増減額（△は減少） 251,870 204,084

未払消費税等の増減額（△は減少） △72,833 △72,038

その他 △6,209 △3,867

小計 △472,416 △546,669

利息及び配当金の受取額 10,210 8,719

法人税等の支払額 △13,128 △12,963

営業活動によるキャッシュ・フロー △475,334 △550,913

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △200,000

定期預金の払戻による収入 200,000 300,000

有形固定資産の取得による支出 △90,579 △138,163

無形固定資産の取得による支出 △8,445 △7,909

有形固定資産の売却による収入 439 －

投資有価証券の取得による支出 △1,804 △1,803

その他 △58,310 209

投資活動によるキャッシュ・フロー 41,300 △47,666

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 － △105

配当金の支払額 △37,603 △37,829

財務活動によるキャッシュ・フロー △37,603 △37,935

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △471,638 △636,515

現金及び現金同等物の期首残高 1,132,238 1,427,066

現金及び現金同等物の四半期末残高 660,600 790,550
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【会計方針の変更等】

　会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更　

（減価償却方法の変更）

　当社は、法人税法の改正に伴い、第1四半期会計期間より、平成24年5月1日以後に取得した有形固定資産について、

改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これにより、従来の方法に比べて、当第3四半期累計期間の営業損失、経常損失及び税引前四半期純損失はそれぞれ

2,622千円減少しております。 

 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

　

【追加情報】

　該当事項はありません。　

　

【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

　売上高に著しい季節的変動がある場合

前第3四半期累計期間（自　平成23年5月1日　至　平成24年1月31日）及び当第3四半期累計期間（自　平成24年5

月1日　至　平成25年1月31日）

当社の売上高のおよそ70％（年間ベース）を占める学校アルバムは、卒業時期の2月及び3月（第4四半期）に

売上が集中するため、売上高に季節的変動があります。

　

　　 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　

前第3四半期累計期間

　　　（自　平成23年5月1日

 　　　至　平成24年1月31日）

当第3四半期累計期間

　　　（自　平成24年5月1日

 　　　至　平成25年1月31日）

現金及び預金勘定 　　　　　　　　   　  　960,600千円      790,550千円   

預入期間が3ヶ月を超える定期預金 　　　　　　　　　　  △300,000 　　　　　　　　　　　　　        -　　　　　

現金及び現金同等物 　　　　　　　　         660,600
　       　　　　　　  　790,550

         　

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成23年５月１日　至　平成24年１月31日）

配当に関する事項

　　配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

 1株当たり

配当額(円)
 基準日  効力発生日

 平成23年7月27日

 定時株主総会
普通株式 　　　37,792利益剰余金 10   平成23年4月30日 平成23年7月28日

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成24年５月１日　至　平成25年１月31日）

配当に関する事項

　　配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

 1株当たり

配当額(円)
 基準日  効力発生日

 平成24年7月25日

 定時株主総会
普通株式       37,792利益剰余金  10  平成24年4月30日 平成24年7月26日
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（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

  

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第3四半期累計期間（自　平成23年5月1日　至　平成24年1月31日）

　当社は、印刷業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。　

　

　当第3四半期累計期間（自　平成24年5月1日　至　平成25年1月31日）

　当社は、印刷業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
（自　平成23年５月１日
至　平成24年１月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成24年５月１日
至　平成25年１月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △153円16銭 △168円13銭

　（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（千円） △578,833 △635,414

普通株主に帰属しない金額（千円）     - -　

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千円） △578,833 △635,414

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,779 3,779

（注）潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、1株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存

　　在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

 

２【その他】

 　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成25年3月12日

株式会社マツモト

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 古谷　伸太郎　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 安斎　裕二　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マツモ

トの平成２４年５月１日から平成２５年４月３０日までの第２５期事業年度の第３四半期会計期間（平成２４年１１月

１日から平成２５年１月３１日まで）及び第３四半期累計期間（平成２４年５月１日から平成２５年１月３１日まで）

に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マツモトの平成２５年１月３１日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第３四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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